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	fill_1_5: 　こちらに来て二カ月がたちました。来た時は真夏でしたが、今（４月下旬）は秋と同じような気候です。私は、オリエンテーションの一日前にパースにつきましたが、ついたその日だけは友達が一生できないのではないか、英語が上達しないのではないかなど不安にかられ日本に戻りたいと思いました。しかし翌日からはとても楽しく、多少無理してでも体力の限界まですべての寮のオリエンテーションに参加して本当に良かったと感じています。
　心配していた英語力ですが、方向転換して、英語ができなくて勉強中で伸ばしたいということを伝えると、現地の学生もほかの国の交換留学生も快く受け入れてくれて、毎日いろいろな言葉を学び、表現できる幅も来た時とはくらべものにならないぐらい広がったと感じています。友達はほとんどが寮の子で、いつもはオーストラリア、中国、マレーシア、シンガポール、カンボジアの子の１５人ぐらいが仲が良く、ごはんを一緒に食べ、食後は誰かの部屋に集まって映画を見たり、出かけたり、髪を染めたり、部屋に泊まったり、クッキングをしたりと１日中英語を話せる環境です。
　今はスタディーブレイクといって一週間の休みで、九日間オーストラリアの友達２人の家（ジェラトンという車で５時間のところ）に泊まらさせていただいています。はじめて本場のイースターを体験し、オーストラリアのファミリーがどのような特徴があるかなども知れて、毎日いろいろなところに連れて行ってくださるので本当に感謝しかありません。
　授業ははじめは何も聞き取れずに本当に学校に行くのが嫌でしたが、tutorialで仲良くなった友達とdiscussionしたり、寮で同じ授業をとっている友達と教えあいをすることで、かなり学術英語も慣れてきました。また、ネイティブの友達が毎回エッセイの英語をチェックしてくれるためアサイメントも何とか乗り切っています。この２カ月をまとめると、「友達がいたからこそ楽しめた、乗り切れたオーストラリア生活」です。
　リスニングは、現地の子のオーストラリア英語はほとんど聞き取れるようになり、英語を第二言語としている友達の英語にも慣れてきましたが、方言が原因で聞き取れないときはお互い聞き返しています。聞けば聞いた分だけ、話せば話した分だけ伸びます。まだまだ100％ではないので残りの８カ月で100％にしたいです。
　このセメスターでは英語に常にふれ、英語を伸ばし、次のセメスターではいろいろな活動に挑戦していきたいです。　
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